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論 文 内 容 の 要 旨
統合失調症患者は一般の人に比べ肥満の頻度が高い傾向にあることは多くの欧米の研究で報告され
課題になっている．しかし，日本においてはその実態や要因の研究は少ない．
そこで本研究では，外来統合失調症患者の肥満に関連する食事因子の検討と入院統合失調症患者の
BMI（Body Mass Index）の実態調査および肥満と低体重に関連する因子の検討を行なった．
まず，外来統合失調症患者においては，全国規模の先行研究で肥満者の割合が多いことが報告され
ているため，同一の母集団における肥満者と非肥満者に食事調査を行い，肥満者の食事における特徴
や問題点を抽出して，退院後の健康保持のため，食教育において何を重点的に教育すべきかを検討し
た．対象は新潟市の精神科単科病院1施設の外来に通院する30歳代から50歳代の男性の統合失調症患
者223名を母集団とし，年代で層化して人数構成比に応じランダムサンプリングした．解析対象者は
35名で肥満群18名，非肥満群17名であった．結果は，身体活動と非定型の抗精神病薬の服用は肥満群，
非肥満群で有意差はみられず，本対象者の肥満の要因とはいえなかった．食事の要因では，肥満群は
非肥満群に比べ間食での嗜好品摂取量，エネルギー等の摂取量が有意に高かった．このことから間食
が対象者の肥満の要因の一つである可能性が示唆された．今後，外来統合失調患者においては肥満の
予防上，特に留意すべき点として，間食についての教育が重要であることが明らかになった．
一方，入院統合失調症患者においては，BMI についていまだ全国規模での調査が行なわれておら
ず，実態が十分明らかになっていない．そこで，47都道府県の精神科病院の入院統合失調症患者を対
象に大規模調査を行い，肥満と低体重の割合について，男女別，年代別の特徴を明らかにした．対象
者は全国47都道府県からサンプリングした統合失調症入院患者15,171名（男性7,897名，女性7,274名）
であった．方法は，2009年の国民健康・栄養調査から得た一般成人のデータと患者のデータを比較し
た．結果は，男女別の特徴として，男性は，一般成人と比べ，肥満の割合は，20歳代を除き全ての年
代で少なく，低体重の割合は全ての年代で多かった．女性は，一般成人と比べ，肥満の割合は，20歳
代から50歳代は多く，60歳代以上は少なかった．低体重の割合は40歳代以上の全ての年代で多かっ
た．また，年代別の特徴として，男女共，肥満は，年齢が高くなると少なくなり，低体重は，年齢が
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高くなると多くなった．
次に，一般成人と患者でBMI 区分の割合を全体比較をし，その特徴を明らかにして，さらに肥満
および低体重のそれぞれの関連因子をロジスティック回帰分析で検討した．解析対象者は，調査に同
意を得られた日本全国89施設の統合失調症入院患者で，全てのデータが揃っている14,591名（男性
7,645名，女性6,946名）とした．結果は，患者のBMI の中央値（25％タイル，75％タイル）が，21.7
（19.1，24.6）であった．一般成人と患者でBMI 区分の割合を比べると，肥満の割合は一般成人26.1％
に対し患者は21.9％と少なく，低体重の割合は，一般成人7.0％に対し患者は19.5％で，BMI 区分にお
いて両群に有意差がみられた．患者は，低体重の割合が一般成人に比べ2.8倍多いことが明らかになっ
た．
肥満および低体重のそれぞれの関連因子を検討した結果は，年齢区分，性別，入院期間，抗精神病
薬数，病棟（開放／閉鎖）の全てにおいて，肥満と非肥満，低体重と非低体重の間に有意差がみられ
た．また，年齢，性別の他に，肥満には，入院期間が3ヶ月未満，抗精神病薬の多剤服用，開放病棟
等が関連し，一方，低体重には，入院期間が3ヶ月以上，抗精神病薬の定型単剤，非定型単剤の服用，
閉鎖病棟等が関連していることが示唆された．
以上の結果から，日本の外来及び入院の統合失調症患者の体重管理において，その課題が2極化し
ていることが明らかになった．つまり，外来統合失調患者においては，肥満が課題であり，肥満の予
防上，特に留意すべき点として，間食についての教育が重要であることが明らかになり，入院統合失
調症患者においては，今までは外来患者同様肥満が課題であったが，より注目すべき重要な課題が低
体重であることが明らかになった．
47都道府県を網羅した今回の研究結果は，日本の統合失調症入院患者のBMI に関連する研究の有
用な基礎データとなり，同時に，この研究で示された新しい知見が，今後の統合失調症患者の健康問
題に関連する研究の重要な手がかりになると考える．
なお，本論文の内容は，以下の学術雑誌に掲載済みである．
Inamura, Y., Sagae, T., Nakamachi, K., Murayama, N. : Body Mass Index of Inpatient with 
Schizophrenia in Japan.  International Journal of Psychiatry in Medicine. 44（2）: 171-181, 2012
Inamura, Y., Izumi, T., Sakurai, K., Katsui, T., Murayama, N. : Dietary Factors Associated with 
Obesity in Patients with Schizophrenia living at home.  Food and Nutrition Sciences. 3（10）: 1387-
1396, 2012
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本博士論文は、主査および3名の副査による一次審査が実施され、一部修正し改善された。二次審
査では、一次審査で指摘を受けた点が適切に修正されたことが主査および3名の副査により確認さ
れ、合格と判定された。判定要旨は以下のとおりである。
日本において、精神疾患は増加しており、食事等の生活習慣の乱れからくる生活習慣病の予防は重
要な課題である。しかし、これまで、日本および諸外国において、多くの対象者に対する調査が困難
であることから、精神病患者の生活習慣病の危険因子としての体格やその要因に関する研究は少な
い。また、適切なデザインで実施された研究はほとんどみられない。そのような中で、本論文は、日
本における精神科疾患の6割から7割をしめる統合失調症患者の体格（BMI）の特徴とその要因につ
いて、外来と入院患者について、適切な研究デザインで検討した、日本で初めての研究である。
第1章では、研究の背景として、諸外国と日本における統合失調症患者（以下、患者）の体格とそ
の要因に関する先行研究を整理した。外来患者についての欧米の研究では一般の人と比較して肥満が
多く、肥満の要因として非定型抗精神病薬の使用、食事、身体活動等が指摘されていた。しかし、そ
れらの研究は、一般の人と患者を比較した研究であり、対策を検討するためには同じ統合失調症患者
の肥満と非肥満者の違いを検討する必要があることを指摘した。日本においても稲村らの全国調査の
結果、肥満者が45％と多いことは示されているが、その要因については研究がなく、特に食事調査の
必要性を示した。また、在宅の肥満予防のためには入院中や退院時の栄養教育が必要であるが、日本
の入院患者の体格の実態が不明であることを指摘し、全国的な研究の必要性を指摘した。以上、過去
の国内外の先行研究を整理し、研究課題を的確に焦点化している。
第2章では、外来統合失調症患者の肥満の要因を明らかにすることを目的として、横断研究をおこ
なった。1病院の外来統合失調症患者男性からランダムサンプリングし、肥満群18名と非肥満群17名
に3日間食事記録（写真法併用）、身体活動、薬使用の調査を実施した。その結果、身体活動、非定
型抗精神病薬の使用には群間差は無く、肥満群は非肥満群に比べ、食事の中でも間食の量が多いこと
を明らかにした。食事調査が極めて困難な対象者について実施された日本での初めての貴重な研究結
果である。その後、全国で使用されている統合失調症患者のための間食をターゲットにした栄養教育
教材の開発の根拠となり、実践的に活用されている研究である。
第3章では、入院統合失調症患者の男女別の体格の特徴を明らかにすることを目的として、全国47
都道府県から10％の精神科病院をランダムサンプリングし、その入院患者男女15,171名についての横
断研究をおこなった。入院患者は国民健康・栄養調査の一般成人と比較し、男性は肥満者が少なく、
低体重者が多かった。女性は20～50歳代では肥満者が多く、低体重者が40歳代以上では多いことを明
らかにした。本調査は、適切なサンプリング方法で実施された日本で初めての全国調査であり、今後
の患者の栄養改善のための貴重な資料である。
第4章では、第3章で用いた調査データから、入院統合失調症患者は一般成人と比較して、肥満よ
りも低体重者が多いという、諸外国の先行研究とは異なる結果を示した。さらに、肥満と低体重に及
ぼす要因を明らかにするために、ロジスティック回帰分析をおこなった結果、年齢、性別以外に、肥
満に関連したものは入院期間が3か月未満、抗精神病薬の多剤服用、開放病棟であり、低体重に関連
したものは、入院期間3か月以上、抗精神病薬の定型単剤、非定型単剤の服用、閉鎖病棟等であった。
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この研究も日本で初めて入院統合失調症患者の肥満、低体重の要因を検討したものであり、今後の統
合失調症患者の肥満対策、低体重対策のターゲット層を提示した意義が大きい研究である。
第5章では、結論を整理している。
全体構成上、第2章と第3章、4章のつながりがやや弱いが、個々の章は学術論文としては十分な
内容である。
本論文の価値は、調査研究が難しい日本の統合失調症患者の体格の特徴とその要因について、在宅
患者、入院患者の両面から科学的な方法で明らかにし、実践的な栄養改善の根拠となる研究であるこ
とである。以上、優れた内容の研究であり、博士論文として合格と判定した。
